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認知症は近時記憶障害や遂行機能障害などの中
核症状によって特徴づけられる疾患である｡ 当院
は����年��月 日に認知症疾患医療センター (地
域型) が設置され, そのうち認知症と診断され入
院に至った症例の殆どは易怒性, 徘徊, 睡眠障害

といった行動・心理症状 (!"#$%&'($)$*+,-./
0#')'1&0$)-.2,3'2-'4+"2"*3&$56789) を
もつ患者であった｡ 現在, 6789に対しては, ア
セチルコリンエステラーゼ阻害薬や:;9<受容
体阻害薬が第一選択薬として推奨されているが,
その適応はアルツハイマー型認知症 (<)=/
#"&2"(/3.,"+"2"*3&$5<>9) など一部の疾患
のみであり, 実際は対症療法的に向精神薬を使用
する頻度が高い｡ 一般に, 認知症は高齢になれば
なるほどその罹患率は上昇し, 加齢に伴う身体機
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当院入院中の行動・心理症状 (6789) を呈する認知症患者��名に対し高照度光療法を
行った｡ 被験者はアルツハイマー型認知症P名, 血管性認知症Q名, レビー小体型認知症
 名, 前頭側頭型認知症Q名であった｡ ����～�����ルクスの照射光を朝食時間のD�分間
照射し, 6789評価として9"2"*3&$6"#$%&'(9&-3R(!$*0"80$)"(969スケール),
:"R(',-.0#&$3(&0S*%"*3'(.6(&"4TR"-3&'**$&("U'(2 (:7S/T), 睡眠評価として,
7&33-!R(1#8)"",TR$)&3.S*+"V (78T/S), 睡眠日誌を用いて 週間の照射前期間とQ
週間の治療期間で評価した｡ その結果, :7S/Tと睡眠潜時で有意な改善を認めた｡ 光療
法は侵襲が少なく簡便に行える介入方法であり, 概日リズム障害の改善が入院を要する認
知症患者の6789に有用と考えられた｡
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